
Antokyane 島田のあの頃の話「あんときゃぁねぇ」令和７年度発行

女性が小学生だったのは昭和40年代後半～50年代前半です。当時、豆腐屋は豆乳とに
がりを木枠の型に入れて豆腐を作っていました。客は鍋やボウル、木の桶などの器を持っ
て行き、その中に豆腐を入れてもらいます。木の桶は「おじいちゃんが大工だったからタ
ガがゆるんでくるとトントントーンって直してくれた」そうです。豆腐3丁で150円くらい
でした。島田市金谷地区にあったその豆腐屋は平成に入る頃、なくなったそうです。
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